
11:30-11:40 　開会の辞
　竹井　太（うむやすみゃあす・ん診療所）
　小林哲生（京都大学大学院医学研究科附属脳機能総合研究センター）
　綱島　均（日本大学生産工学部）

11:40-12:30
　50分
　ランチョンセミナー

　【共催：日本イーライリリー株式会社】
　「アルツハイマー病治療の新たな可能性 ～ケサンラ治療を踏まえた早期診断・早期治療の重要性～」
　　座長：長田　乾（横浜総合病院・横浜市認知症疾患医療センター）
　　演者：大久保卓哉（横浜市立みなと赤十字病院脳神経内科 / 横浜市認知症疾患医療センター /
　　　　　　　　　　　東京科学大学医学部）

12:30-12:40 　COFFEE BREAK

12:40-13:50
　70分
　一般演題
　（10分×7人）

　　座長：綱島　均（日本大学生産工学部）
　　①「保護者向けLINE型AI家族支援ツールの利用実態：会話ログと質問紙の突合による検討」
　　　　　小林七彩（東京科学大学）
　　②「精神疾患における灰白質微細構造の定量に向けて ̶ 高傾斜磁場MRIによるSANDIの導入」
　　　　　藤本侑花（東京科学大学精神医科学分野）
　　③「病理診断ガイドアプリケーション用マスタ作成支援システムにおける診断名とコードの自動表示機能の動作検証」
　　　　　橋本　凌（日本大学理工学部応用情報工学科）
　　④「脳波を用いた帯電微粒子水が運転中の注意力に及ぼす影響評価 ― 持続的注意力の評価指標の妥当性検証 ―」
　　　　　林　豪杰（日本大学大学院理工学研究科）
　　⑤「テニス肘予防に向けた上肢筋骨格・順動力学連携モデルの構築と筋負担軽減効果の定量評価」
　　　　　安藝雅彦（日本大学）
　　⑥「本当にこの自己抗体は意味があるものか？著明に高値な抗GAD抗体価を呈しながら臨床型が異なる3例の経験例」
　　　　　布村仁一（青森新都市病院脳神経内科）
　　⑦「山田耕筰の病気：音楽能力は右半球優位か？」
　　　　　佐藤正之（国立長寿医療研究センターもの忘れセンター）

13:50-14:00 　COFFEE BREAK

14:00-14:50
　50分
　アフタヌーンセミナー

　【共催：エーザイ株式会社】
　「Aβ抗体療法に対する基礎研究の視点からの見解と今後の展望」
　　座長：佐藤正之（国立長寿医療研究センターもの忘れセンター）
　　演者：齊藤貴志（東京大学大学院医学系研究科神経病理学分野）

14:50-15:00 　COFFEE BREAK

15:00-15:40
　40分
　会長講演

　「MRIによる新たな脳機能計測に向けたスピンロックシーケンスを用いた振動磁場の直接検出」
　　座長：山﨑貴史（横浜総合病院神経内科）
　　演者：小林哲生（京都大学大学院医学研究科附属脳機能総合研究センター）

15:40-15:50 　COFFEE BREAK

15:50-16:30
　40分
　特別講演

　「衰退が進む地方都市を持続可能にする取り組みと課題」
　　座長：綱島　均（日本大学生産工学部）
　　演者：金山洋一（富山大学都市デザイン学系 / 運輸総合研究所 / 日本大学）

17:15-17:45
　30分
　JSBET役員会

9:00-9:40
　40分
　教育講演1

　「表情分析と脳活動計測の比較」
　　座長：佐藤雄一（能代山本医師会病院）
　　演者：江田英雄（広島工業大学工学部電子情報工学科 / 株式会社フォトニクス・イノベーションズ）

9:40-9:50 　COFFEE BREAK

9:50-10:30
　40分
　教育講演2

　「認知症予防のための多因子介入の効果とその作用機序」
　　座長：長田　乾（横浜総合病院・横浜市認知症疾患医療センター）
　　演者：櫻井　孝（国立長寿医療研究センター）

10:30-10:40 　COFFEE BREAK

10:40-11:20
　40分
　教育講演3

　「作業療法士の卒後教育」
　　座長：竹井　太（うむやすみゃあす・ん診療所）
　　演者：鈴木孝治（金城大学）

11:20-11:30 　閉会の辞
　綱島　均（日本大学生産工学部）
　小林哲生（京都大学大学院医学研究科附属脳機能総合研究センター）
　竹井　太（うむやすみゃあす・ん診療所）

11月6日 金曜日　November 6, Friday

11月7日 土曜日　November 7, Saturday


